
















































した。3 節で研究手法を説明した。参与者へのインタビューは 2017年 4 月
22日から2018 年 6月23日までの間、16 回各々30 分から2 時間程度対面イ

























































ティを表出し、Tannen （1984）, 梅本 （2013）が提唱する2 つの対立概念
（involvement, independent）が提示された。断片11~ 断片13 のフレーム
は「ノスタルジーのフレーム」⇒「打ち明け話のフレーム」⇒「自己肯定感のフ
レーム」と変化した。












第 5 章で、第 4 章のデータ分析に関しての考察を行った。データは 4 章 1
節で「話題に現れるアイデンティティの多様性」、2 節で「グループ・アイデン
ティティを表象することば」と大きく２つに分けられている。それぞれの節の
データの参与者は筆者（女性）との一対一の同性同士、異性との個別のイン
タビュー、また同性同士、異性混合のグループがある。ジェンダーの視点を
踏まえ主にTannenの理論とGoffmanの社会的アイデンティティ、更に先行
研究で取り上げた概念を援用し考察した。第 6 章のまとめでは、先行研究と
本研究で明らかになったことを対比した。付録で文字化記号を示し最後に参
考文献を記した。
